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サイエンスアゴラ 2011 
ワークショップ配付資料（弓場氏 1点下記新聞記事，林 1点 A3裏表） 
 
検証・原発震災報道	 メディアはリスクをどう捉え伝えたか	 
 
原発事故報道は，市民のメディア不信を強めた。不確定な内容を含むリスク情報を，どういう立場で報道したのか，
しなかったのかによる所が大きい。報道に関わったジャーナリストを招き，現実の報道をとりあげ検証する。 
 
登壇者 
林 衛（富山大学）， 鈴木崇之（講談社週刊現代副編集長）， 津田大介（ジャーナリスト）， 杜	 雲翼（日本テレビ報
道局）， 弓場敬夫（北海道新聞編集局）， 難波美帆（早稲田大学/サイエンス・メディア・センター） 
 
日時 11/20（日）12:45-14:15 
会場 産業技術総合研究所臨海副都心センター本館 4階 会議室 1 
 
	 主催：原発震災を検証する有志の会 
	 共催：一般社団法人 サイエンス・メディア・センター 
	 協力：富山大学科学コミュニケーション研究室 
 
参考 林 衛・難波美帆：福島原発報道の検証̶̶オルタナティブ情報発信の役割を中心に，科学技術社会論学会（2011
年 12月）講演要旨・発表資料は，http://hdl.handle.net/10110/9142からダウンロード願います。 
 
 
弓場敬夫記者配付 2011年 6月 10日（金）北海道新聞朝刊（全道遅版	 生活・くらし	 17ページ） 
低線量被曝問題を新聞がとりあげた最初期の記事。原発震災発生から 3か月もかかった。 
 
 
　3/12　20km圏内避難指示
3/13　避難住民被曝
枝野長官＜健康に影響を及ぼす
ような状況は生じない＞
3/14　3号機も爆発に枝野長官
＜格納容器の健全性は維持＞
3/15　首都圏に放射線量異常
このころ
＜ただちに健康に影響ない＞
3/28発売：内部被曝，低線量被曝
リスクがくわしい。
4/4発売：想定される「最悪の事
態」
4/11発売
4/18発売
4/25発売
5/7発売
5/16
発売
5/23
発売
4/30　小佐古敏荘内閣官房参
与辞任「20ｍSvは受け入れが
たい」
5/5毎日：福島第1原発事故 放射
線、健康への影響は正しく知って
行動しよう（低線量被曝問題に言
及）。
3/24朝刊にSPEEDIが米軍航空測定
とともに初登場（上は朝日から）。
30km圏超の汚染拡大共有。
4/19　文科省が学校限界
放射線量「3.8μSv 」発
表。子ども年20mSv問題
が発生。
4/20　20km圏内が「警戒区
域」，立入禁止に
4/22　20km圏外5市町村「計
画的避難区域」，1カ月以内に
4/11　20km圏外にも避難指示
を拡大
4/12　最悪レベル7，
チェルノブイリに並ぶ。
3/19発売：フリーランスに津波，
原発被災地レポートあり（ ご遺体
の写真も掲載。次号に続く）。
3/20　山下俊一氏福
島県アドバイザーに
3/21　農産物出荷停
止指示
3/23　金町浄水場で
ヨウ素
3/25　自主避難要請
3月末から汚染水「ダダ漏れ」続
く
4/3　ETV特集「ネットワークで
つくる放射線地図」が局内の反
対でこの日の空枠で放送できず
4/6　政府が避難地域拡大を検討
地震直後に林がネット上に提供し
た図。風によって同心円を越えて
運ばれる（97年3月東海村アス
ファルト固化施設爆発事故放射性
セシウムの挙動（数値実験）青山
道夫ほか：科学1999年1月号）
11/04/15 21:45東日本大震災　図説集 - 毎日ｊｐ(毎日新聞)
ページ 1/3http://mainichi.jp/select/jiken/graph/sinsai_zusetsu/22.html
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4   1おすすめ   この記事を印刷
東日本大震災　図説集
被ばく量と健康への影響の目安（2011年3月28日付朝刊）
【図説】福島原発　累積線量調査、冷却の仕組み
 トップ > ニュースセレクト > 気象･地震 > 東日本大震災 > 東日本大震災　図説集　写真一覧 > 写真
[PR] 【１０年で３億つくる!?】サラリーマンでもできる不動産投資！
写真 文字サイズ変更 小 中 大
がれきから観音
像
トピックス
綱渡り…汚染水元の水位に
ゼオライト入り土のう投入
へ
避難者は「金より仕事を」
放射性物質除去商品に注意を
TDL再開もレジャー施設悩み
「ザクティなんていらない」
マーくん完投 楽天競り勝つ
【震災義援金の主な窓口】
40代、勉強してるのに
東大卒の齋藤教授も飲んでいる！
今だけ１０％増量（サントリー）
40代、勉強してるけど
東大卒の齋藤教授も飲んでいる！
今だけ１０％増量（サントリー）
震災後　地震国の原発　政策の大転
換を図れ
菅首相への批判　ただ「辞めろ」は
無責任だ
体調・飲酒にしじみ習慣！
黄金しじみの栄養をギュッと凝縮！
肝臓の健康にはコレ→無料サンプル
【毎日教育ｅタウン】
中国語の学習革命！
「仕事で中国語が必要になった」
「忙しくて勉強する時間が取れな
い」
10日間のチャレンジ！！
【毎日キレイ】彼女がキレイな理
由
福田沙紀さんの「こだわり」
おすすめ情報
社説
注目ブランド
毎日ｊｐ共同企画
紙面にはICRP勧告否定の「閾値
あり」説があふれる一方，ICRP
勧告の根拠（次ページほか）は
紹介されず，「真相は薮の中」
状態になり，混乱は継続中。
5/15　NHK,木村真三氏を主役とした
「ネットワークでつくる放射線地図」
（原発震災発生から2カ月かかる）。
5/30発売
6/6発売
6/13発売
6/20発売
6/27発売
7/25発売
7/4発売
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【配付】6/10北海道新聞（弓場記
者署名記事）：「低線量」危険性も
ICRP勧告「科学的にもっともらし
い」根拠が入った貴重な記事。
福島放送局長殿
仙台放送局長殿
水戸放送局長殿
本部関係各部局長殿
                              3 月 21 日                     
報道局
放射線量についての考え方 
  
福島第一原子力発電所事故の取材、お疲れ様です。放射線量の値について福島
局で不安が広がっていることにつきまして、報道局の考え方を以下に示します。 
 
●今回の事故は、原子力災害対策特別措置法に基づいて、総理大臣が原子力緊
急事態を宣言し、国が主導的に対応する案件となっています。政府は、周辺
の放射線量の積算値などを考慮に入れながら判断して対策を取っています。
今のところ、原発から半径 20キロに出している避難指示と、20キロから 30
キロまでに出している屋内退避の指示を変更する予定はありません。我々の
取材も政府の指示に従い行うことが原則です。 
 
●ＮＨＫの原子力災害取材マニュアルは、原子力施設の周辺での取材を前提に
したもので、60 キロ以上離れた福島市のように遠く離れた場所で行われる取
材を対象としていません。 取材マニュアルでポケット線量計のアラームを
0，5ミリシーベルトに設定するとしているのも、原発に近づいた際、0，5ミ
リシーベルトで即座に引き返せば、国が採用している 1 ミリシーベルト以内
に被爆を抑えられるということを前提にしています。従って福島市内などの
取材で積算される放射線の値に神経質になることなく、一つの参考データと
考え、取材を続けるかどうかは政府の指示に則して判断することにします。 
 
   ※一般の人の年間被曝量を 1ミリシーベルト以下に抑えるというルールは、 
     ＩＣＲＰ＝国際放射線防護委員会が勧告した数値で、「放射線は浴びないのに 
     越したことはない」という極めて保守的な考えに基づいた値です。 
    ※国内で自然に浴びる放射線の量は、1～2ミリシーベルトと暮らしている地域 
         によって１ミリのばらつき幅があります。 
※放射線医療の国際的な考え方として、100ミリシーベルトまでは、ほとんど 
 健康被害は見られないというのが一般的です。 
ライバル週刊誌にガイガーカウ
ンターの技術解説登場。このこ
ろ「煽らない本誌」という逆セ
ンセーショナリズムに？
NHK報道局内部文書：“我々の取材も政府の
指示に従い行なうことが原則”“年1mSv以下
に抑えるというルールは…「極めて保守
的」”。実際の報道もほぼそのとおりに。
「がんの場合，約100mSv以下の線量におい
て不確実性が存在するにしても，疫学研究及
び実験的研究が放射線リスクの証拠を提供」
ICRP Pub.103の根拠が未共有のままだ。
サイエンスアゴラ2011「検証・原発震災報道」
ワークショップ配付資料（問題提起者：林 衛制作）
